



Erwinia属細菌は Enterobacteriaceae科に属し E.amylovoraを標準種 (typespe-
cies)とするグラム陰性で、胞子を形成せず周鞭毛を有する植物病原梓菌として知られ， 寄
主に生ぜしめる病状によって二群に大別されている.即ち植物に癌腫・萎欄を生ぜしめる
E. amylovoraに代表される群 (Erwiniasensu stricto)と protopectinaseを分泌して
植物に軟腐を起こさしめる E.carotovoraに代表される群 (PectQbacteriumWaldee) 
とである_;





的にプドウ糖から著量の 2ー ケトグルコン酸を集積することを見いだし その単離・確認




なお 2ー ケトグルコン酸は Pseudomonadaceae科の Pseudomonas(Pervozuvanskii・
Ivashkevich， 1939; Lockwood・Ta'benkin• Ward， 1941; Masuo・Yoshida.1951; 
Kondo・Takeda，1951; Ikeda， 1951; Yokosawa， 1952)， Acetobacter (Bernhauer・
Gorlich， 1935; Bernhauer・Knobloch，1938) および Gluconobacter(Asai・Ikeda.





供試菌株としては AmericanType Culture Collectio:J.の保存菌株4種 E:-amylovora 
ATCC 74∞， 7401， 7398; E. tracheithila ATCC 11417;静岡大学農学部後藤正夫博士
より分譲を受けた E.milletiae一株ならびに当研究所内にある藤の木の癌腫(第1図)
より分離・同定した E.milletiae 3菌株 ;E. aroideae 2菌株 ;E. carotovora 2菌株;







ン酸 ・酢酸・ αー ケトク守ルタール階および蛋白
はそれぞれ Slubbsら (1940)， Friedemann 





10%ブドウ糖， 0.3%ポリ ベプトン， 0.05% 






存寒天斜面に前培養した保存菌を一白金耳接種して 280 C で 2~3 日間振温培養をおこな
第 2図 E. milletiaeの電子顕微鏡写真
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ったもの 2m!を種菌として接種し， 第1表各種の E.amylovora群細菌によるプ
4~6 日間280 Cで、振渥培養した.培 ドウ績からの2-ケトグルコン酸の生成
養終了後発酵液を遠心分離して炭酸 菌 名
プドウ臓 2-ケトグル
培養日数 の{1:向〆6費3量 コソ号急手石灰および菌体を除き，得られた澄 量〈
明な液について生成物を定量した. E. amylovora 
第1表から判るように実験に供した ATCC 74∞ 6 95.6 5.78 
amylovora群細菌のいずれもがプ
ATCC 7401 6 93.3 1. 45 
ドウ糖の好気的酸化によってかなり
ATCC 7398 6 92.8 2.10 
E. trache砂hila
の量の2-ケトグルコン酸を生成蓄 ATCC 11417 6 15.3 0.08 
積した.さらにブドウ糖の代りにグ E. milletiae 
ルコン酸石灰を使用した場合，E. No. 1 4 97.9 8.82 
milletiae は2日間振温培養後著量 No. 2 4 96.7 8.05 
の 2ー ケトグルコン酸を蓄積した. No. 3 4 92.5 7.95 
(第2表〉
No. 4 4 94.0 8.20 
第 2表 E. milletiaoの生育時におけるグルコ γ酸からの 2ーケトグルコン酸の生成
E. millotiao No.l No.2 No. 3 No.4 
培 養 日 数 2 2 2 1 
グルコソ酸石灰量 (g/50ml) 5.∞ 5.∞ 5.∞ 5.∞ 
還 7c 銅 量 (g/50ml) 4. 71 4.57 4.38 3.54 
2-ケトグルコン酸生成量 (g/50ml) 2.84 2.74 2.59 2.09 














Found: C， 40. 46; H， 6.侃
Calcd. for C，H12U7: C. 40. 38; H， 5.82 
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上記の結果より E.mi//etiaeの発酵液から得た結晶は2-ケトグルコン酸であることを
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するかどうかを，ブドウ糖あるいは果糖を 5%含む 1%酵母エキス液に 280Cで7日間振
温培養したのち遺心分離して得た上澄液について 1克塩化第二鉄水溶液を用いて調べたと
ころ， σmylovora群のいずれの菌も赤紫色の呈色反応陽性物質を生成しなかった.





10%グルコン酸石灰あるいは2....8%ブドウ糖， 0.3....0.15 %ポリベプトン， 0.2克食





菌 名 E. milletiao E. carot()!Jora E. aroidoao No.1 IAM 1024 IAM 1ω8 
培 養 日 数 2 2 2 5 7 7 7 
プドウ糖濃度 (g/50ml) 
糖 4.倒)Q L瓜)Q 1.000 
存 糖 1.870 0.020 O.ωo 
グルコン酸石灰濃度 (g/50ml) 5.α)Q 5.はぬ 5.α)Q 1.250 1.250 
還 JG 銅 量 (mg/50ml) 4705 60 85 
2-ケトグルコン酸生成量 (mg/50ml)お40 。 。 。 。 。 。
αー ケトグルタール陰生成量 (mgj60ml) 158 595 734 659 257 ω8 292 
4表に示したごとく，carotovora群細菌の E.aroideaeはブドウ糖から2-ケトグルコン
酸を生成蓄積する代りに著量の αー ケトグルタール酸を集積した. 例えば αー ケトグルター
ル酸の収量は8%ブドウ糖培地で5日間培養後対消費糖当り約31%にも達した. さらに
amylovora群細菌がグルコン酸から多量の 2ー ケトグルコン酸を生成したのに反して， 供
試した carotovora群細菌はいずれもグルコン酸の酸化生成物として αー ケトグルタール酸
を集積した.
きて， L侃:kw∞dand Stodo1a (1946)は振漫培養により Pseudomonas属菌がブドウ
糖よりグルコン酸を経て 2-ケトグルコン酸を生成した後，さらに培養を続けるときは著量
の αー ケトグルタール酸を集積することを報告している.そこでベーバークロマトグラフ
ィーを用いて carotovora群細菌によるプドウ糖からの αー ケトグルタール酸の生成過程

























Cであり， 既知の αー ケトグルター
ル酸より調製した2.4ー ジェトロフ
340 380 420 46U 改) 540 580 
波長 (mμ〉
:L ::. )レヒドラゾンの融点と一致し. 0一 0 鼠料 ・一一・ 合成品
また混融するも融点の降下を示さな 溶媒:10%無水炭酸ソーダ+1.5N-苛性ソーダ
かった.また標品の吸光度曲線は既 第5図 αー ケトグルタール酸の 2，4ージニトロフヱユル
知のそれとよくー致した. (第5図〉 ヒドラゾン誘導体の吸収スベクトル
8. E. aroideaeの洗練薗体による各種の炭素源からの αー ケトゲJj..ター ル磁の生成
E. aroideae IAM 1068を10%プドウ糠， 0.3%ポリベプトン， 0.05%酵母エキス.0.1
%燐酸水素二カム 0.2%食塩， 0.04%硫酸マグネシウム. 5mg%硫酸第一鉄および予
め別に乾熱滅菌した対糠40%相当の炭酸石灰からなる培養基に 4--5日間振量稽養した
第 5表 E. aroideae洗議長菌体による各種炭素源からの αーケト グルタール酸の生成
炭 素 源 プドウ糖 ベクチン ベクチン費量 ピルピγ酸ダソー
基 質 濃 度 (mmoles)
力日 量 4.170 5∞* 5∞・ 3.α)() 
費 量 2.221 3.α)() 
αー ケトグルター ル重量生成量 (mmoles) 0.892 57* 91* 0.488 









糖， ベクチ汽 ベクチン酸およびピルビン酸ソーダから高収率で αー ケトグルタール酸を
生成した.
9. E. aroideaeおよび E.milletiaeの舵燥薗体ならびに無細胞抽出液によるゲルコン践の鰐気
的磁化
さきに carotovora群細菌が振温培養時におけるブドウ槍の酸化生成物として αーケト




て調製した乾燥菌体を2mmolesのグルコン酸カリ.4 mmolesの燐酸緩衝液 (pH6.0) 
および 100μmolesの硫酸マグネシウムからなる反応液に加え. 全量を蒸溜水で却mlと
したのち.24時間280Cで振置反応した.その結果は第6表に示したごとくである.E. 




菌 名 酵素標品 反応時間 成タ(dl量ーmルo酸胸生2 (h怯) (m山)ン尽鵠〉
1.923 。 。 。
.0 1. 923 。 。 0.116 
E.AarMoid1e0a6e 8 .0 1.923 。 。 0.328 
抽出現賀$ 15.0 1. 923 。 。 0.088 
1.923 75 0.226 。
1.923 165 0.479 。
R. milletiae 1. 923 537 1. 588 + No.1 
















μ:molesの燐酸緩衝液 (pH6.0)， 2μmolesの硫酸マグネシウム，無細胞抽出液 1ml，中
央に15% KOH 0.2 ml，側室に10μmolesのブドウ糖あるいはグルコン酸カリをそれぞ
























s 1- 21 
反応時間







成物であった. ブドウ糖・グルコン酸の代りに 2ー ケトグルコン酸1∞μmo1esを使用し3
時間反応した場合， 酸素吸収は起らず2ーケトグルコン酸の残存量は反応前と同じであっ















ー クチナー h目 酸周の利
市培養 の還元 ゼの分泌 ルの生成正室
Erwinia amy/ovora group 
Erwinia amy/ovora 
ATCC 741∞ 自 白 + + 
ATCC 7401 " 1 + + 
ATCC 7398 " ' + + 
Erwinia trachoithi/a 
ATCC 11417 1 1 土
Erwinia millotiae 
No. 1 黄 黄 + + + + 
No.2 1 u + + + + 
No.3 H 1 + + + + 
No.4 1 ' + + + + 
Erwinia carotovora group 
IAM 1024 白 白 + + + + + 
No. B-21 1 ' + + + + + 
Erwinia aroidoae 
IAM 1068 H ' + + + + + 
No. 8-1 鴨 ' + + + + + 
Eschorichia coli 
No. G-2， E-8， E-9 H " + + + 
Aerobactor aorogonos 
ATCC 7256， 8308 1 1 + + + + + 
Sorratia marcoscons 
No. B-30， B-31 赤 赤 + + + 
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第 8表 Erwinia k露細菌ならびに近縁の非病原性細菌による猶類の資化性
〆ルヨン
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Enωoinia carotovora group 
j印…t
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No. G-2. E-8; E-9 +特掛掛*特掛+ * 
ilerobacter aerogenes 
A TCC 7256. 8308 -11+特掛-11+件特-11+ +特
Serratia marcescens 










0.1 %の硝酸カリを含む肉汁に 2~5 日間培養後， αーナフチルアミンとスルファニル酸
により麗硝酸を検出した.E. amy/ovora， E. trachei.ρhJ/aは数回の検出に常に陰性であ






















0.3%クエン酸ソーゾ， 0.5%燐酸アンモン二ソー ダ， 0.1%燐酸水素ーカリおよび0.02
%硫酸マグネシウムからなるクエン酸培地に2日間培養後，新たなクエン酸培地に継代培
養し， 2日後発育の度合を濁り度により判定した.E. mil/etiae， E. aroideae， E. caroto-
vora， A. aerogenesおよび Serratiamarcescens はクエン酸を唯一の炭素源として利用
















は後者より一般に劣った. グルコン酸より 2ー ケトグルコン酸の生成は amylovora群細菌
とSerratiamarcescensに強く見られ，carot仰ora群細菌.E. coli. A. aerogenesで
は認められなかった.
上記の Erwinia属細菌の生理的性質から以下の諸点が指摘される.
( 1) E. amylovoraならびに E.tracheithilaは硝敵塩の還元能，プロトベクチナー
ゼの生成能，クエン階の分解のいずれもを欠いている.また限られた糖類のみ資化し，そ
れらの糖類から好気的に酸を生成し， プドウ糖→グルコン酸→ 2ー ケトグルコン酸の糖代
謝系を有して~，る.
( 2 )E. milletiaeは糖類の費化性. 2-ケトグルコシ酸の集積など Serratiamarces-
censに近縁な性質をもっている.carotovora群細菌とはプロトベクチナーゼの生成能を
欠き. 2ー ケトグルコン酸を集積し，手L糖の資化性が微弱なる点で相違している.
( 3) E. carotovora群細菌はプロトベクチナーゼ、の生成能を有していること以外.A. 
aerogenesと多くの類似点をもっている.





る. これら二群の生理的性質による分類を検討中. amylovora群に属する E.amylo・
vora. E. tracheithilaおよび E.milletiaeのいずれもが糖類から著量の2-ヶトグルコシ
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